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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイスのための電力制御の方法であって
、
　第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決
定することと、
　前記初期のアップリンク電力に従って第１のアップリンクチャネルを送信することと、
　１つまたは複数の反復しきい値を識別することと、
　前記第１のチャネル反復レベルが前記１つまたは複数の反復しきい値のうちの１つを超
えるときに最大電力値を使用することと、
　前記最大電力値に従って前記第１のアップリンクチャネルを送信することとを備える方
法。
【請求項２】
　前記第１のチャネル反復レベルに基づいて、要求された電力ランプアップオフセットを
決定することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記要求された電力ランプアップオフセットと最大電力ランプアップ値とを備えるセッ
トの最小値を選択することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記初期のアップリンク電力を決定することは、前記選択された最小値および送信電力
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制御（ＴＰＣ）コマンドに基づいて、前記初期のアップリンク電力を算出することをさら
に備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記要求された電力ランプアップオフセットは、競合ベースの物理ランダムアクセスチ
ャネル（ＰＲＡＣＨ）プロシージャにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって決定される、請
求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記要求された電力ランプアップオフセットを決定することは、ノードから指示を受信
することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記指示は、非競合ベースの物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）プロシージ
ャにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって受信される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のチャネル反復レベルは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）反復
レベルを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＰＲＡＣＨ反復レベルは、初期のＰＲＡＣＨ反復レベルまたは成功するＰＲＡＣＨ
反復レベルの少なくとも一方を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のチャネル反復レベルは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）反復
レベル、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）反復レベル、またはサウンディン
グ基準信号（ＳＲＳ）反復レベルのうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記初期のアップリンク電力は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）電力、
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）電力、またはサウンディング基準信号（Ｓ
ＲＳ）電力のうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　第２のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて後続のアップリンク電力を決
定することと、
　前記後続のアップリンク電力に従って第２のアップリンクチャネルを送信することとを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のアップリンクチャネルは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）を
備え、前記第２のアップリンクチャネルは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ
）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、またはサウンディング基準信号（Ｓ
ＲＳ）チャネルのうちの少なくとも１つを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記後続のアップリンク電力は、前記第１のチャネル反復レベルにさらに基づいて決定
される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の反復しきい値は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
反復しきい値、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）反復しきい値、またはサウ
ンディング基準信号（ＳＲＳ）反復しきい値のうちの少なくとも１つを備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記最大電力値は、ＰＵＳＣＨ最大電力値、ＰＵＣＣＨ最大電力値、またはＳＲＳ最大
電力値のうちの少なくとも１つを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイスの電力制御のための装置であって
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、
　第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決
定するための手段と、
　前記初期のアップリンク電力に従って第１のアップリンクチャネルを送信するための手
段と、
　１つまたは複数の反復しきい値を識別するための手段と、
　前記第１のチャネル反復レベルが前記１つまたは複数の反復しきい値のうちの１つを超
えるときに最大電力値を使用するための手段と、
　前記最大電力値に従って前記第１のアップリンクチャネルを送信するための手段とを備
える装置。
【請求項１８】
　前記第１のチャネル反復レベルに基づいて、要求された電力ランプアップオフセットを
決定するための手段をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記要求された電力ランプアップオフセットと最大電力ランプアップ値とを備えるセッ
トの最小値を選択するための手段をさらに備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記選択された最小値および送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドに基づいて、前記初期の
アップリンク電力を算出するための手段をさらに備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記要求された電力ランプアップオフセットを決定するための前記手段は、競合ベース
の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）プロシージャにおいて、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）の態様である、請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイスの電力制御のための装置であって
、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、前記装置に、
　　第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて、初期のアップリンク電力
を決定することと、
　　前記初期のアップリンク電力に従って第１のアップリンクチャネルを送信することと
、
　　１つまたは複数の反復しきい値を識別することと、
　　前記第１のチャネル反復レベルが前記１つまたは複数の反復しきい値のうちの１つを
超えるときに最大電力値を使用することと、
　　前記最大電力値に従って前記第１のアップリンクチャネルを送信することとを行わせ
るように、前記プロセッサによって実行可能である、装置。
【請求項２３】
　前記命令は、前記装置に、前記第１のチャネル反復レベルに基づいて、要求された電力
ランプアップオフセットを決定させるように、前記プロセッサによって実行可能である、
請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記命令は、前記装置に、前記要求された電力ランプアップオフセットと最大電力ラン
プアップ値とを備えるセットの最小値を選択させるように、前記プロセッサによって実行
可能である、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記命令は、前記装置に、前記選択された最小値および送信電力制御（ＴＰＣ）コマン
ドに基づいて、前記初期のアップリンク電力を算出させるように、前記プロセッサによっ
て実行可能である、請求項２４に記載の装置。
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【請求項２６】
　前記プロセッサは、競合ベースの物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）プロシ
ージャにおいてユーザ機器（ＵＥ）の態様である、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　前記命令は、前記装置に、
　第２のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて、後続のアップリンク電力を
決定することと、
　前記後続のアップリンク電力に従って第２のアップリンクチャネルを送信することとを
行わせるように、前記プロセッサによって実行可能である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２８】
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイスの電力制御のためのコンピュータ
読み取り可能な記録媒体であって、
　前記コンピュータ読み取り可能な記録媒体は、命令を記憶し、
　前記命令は、コンピュータに、
　第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて、初期のアップリンク電力を
決定し、
　前記初期のアップリンク電力に従って第１のアップリンクチャネルを送信し、
　１つまたは複数の反復しきい値を識別し、
　前記第１のチャネル反復レベルが前記１つまたは複数の反復しきい値のうちの１つを超
えるときに最大電力値を利用し、
　前記最大電力値に従って前記第１のアップリンクチャネルを送信することを実行させる
、
　コンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１４年１２月１７日に
出願された「ＰＵＳＣＨ　ａｎｄ　ＰＵＣＣＨ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｄｅ
ｒ　Ｃｏｖｅｒａｇｅ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔｓ　ｉｎ　ＬＴＥ」と題する、チェンら
による米国特許出願第１４／５７３，９５４号、および２０１３年１２月２０日に出願さ
れた「ＰＵＳＣＨ　ａｎｄ　ＰＵＣＣＨ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｄｅｒ　Ｃ
ｏｖｅｒａｇｅ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔｓ　ｉｎ　ＬＴＥ」と題する、チェンらによる
米国仮特許出願第６１／９１９，５２５号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信システム
におけるワイヤレスデバイスのための電力制御の方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数およ
び出力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]説明する特徴は一般に、ワイヤレス通信ネットワークにおけるアップリンク電力
制御のための１つまたは複数のシステム、方法、および装置に関する。アップリンク電力
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設定は、アップリンクチャネル反復レベルを考慮し得るか、またはアップリンクチャネル
反復レベルに基づき得る。追加または代替として、アップリンク電力設定はまた、前のア
ップリンクチャネル送信に関連する電力ランプアップなどの他の要因に基づき得る。特定
のアップリンク電力設定は、ＭＴＣデバイスによって計算されてもよく、あるいは、別の
システムノードからＭＴＣデバイスに指示されてもよい。
【０００５】
　[0005]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイス
のための電力制御の方法は、第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて初
期のアップリンク電力を決定することと、初期のアップリンク電力に従って第１のアップ
リンクチャネルを送信することとを含む。
【０００６】
　[0006]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイス
の電力制御のための装置は、第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて初
期のアップリンク電力を決定するための手段と、初期のアップリンクに従って第１のアッ
プリンクチャネルを送信するための手段とを含む。
【０００７】
　[0007]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイス
の電力制御のための装置は、プロセッサと、このプロセッサと電子通信するメモリと、こ
のメモリに記憶された命令とを含む。これらの命令は、第１のチャネル反復レベルに少な
くとも部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決定し、その初期のアップリンク電力
に従って第１のアップリンクチャネルを送信するようにプロセッサによって実行可能であ
り得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイス
の電力管理のためのコンピュータプログラム製品は、第１のチャネル反復レベルに少なく
とも部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決定し、その初期のアップリンク電力に
従って第１のアップリンクチャネルを送信するようにプロセッサによって実行可能な命令
を有する非一時的コンピュータ可読媒体を含む。
【０００９】
　[0009]特定の例では、その方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品は
また、第１のチャネル反復レベルに基づいて、要求された電力ランプアップオフセットを
決定するための、ステップ、手段、および／または、プロセッサによって実行可能な命令
を含み得る。
【００１０】
　[0010]特定の例では、上記の方法、装置、および／またはプログラム製品はまた、要求
された電力ランプアップオフセットと最大電力ランプアップ値とを備えるセットの最小値
を選択するための、ステップ、手段、および／または、プロセッサによって実行可能な命
令を含み得る。
【００１１】
　[0011]上記の方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品の特定の例では
、初期のアップリンク電力を決定することは、選択された最小値および送信電力制御（Ｔ
ＰＣ）コマンドに基づいて初期のアップリンク電力を算出するための、ステップ、手段、
および／または、プロセッサによって実行可能な命令を含み得る。
【００１２】
　[0012]上記の方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品の特定の例では
、要求された電力ランプアップオフセットがユーザ機器（ＵＥ）によって決定されること
、および／または、要求された電力ランプアップオフセットが競合ベースの物理ランダム
アクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）プロシージャにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって決定
されることがあり得る。
【００１３】
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　[0013]上記の方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品の特定の例では
、要求された電力ランプアップオフセットを決定することは、ノードから指示を受信する
ことを含み得る。その指示は、非競合ベースの物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣ
Ｈ）プロシージャにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって受信され得る。
【００１４】
　[0014]上記の方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品の特定の例では
、第１のチャネル反復レベルは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）反復レベ
ルを含み得る。ＰＲＡＣＨ反復レベルが初期のＰＲＡＣＨ反復レベルを含むこと、および
／またはＰＲＡＣＨ反復レベルが、成功するＰＲＡＣＨ反復レベルを含むことがあり得る
。
【００１５】
　[0015]上記の方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品の特定の例では
、第１のチャネル反復レベルは物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）反復レベル
を含み得るか、第１のチャネル反復レベルは物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）反復レベルを含み得るか、または第１のチャネル反復レベルはサウンディング基準信号
（ＳＲＳ）反復レベルを含み得る。
【００１６】
　[0016]上記の方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品の特定の例では
、アップリンク電力は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）電力、物理アップ
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）電力、および／またはサウンディング基準信号（ＳＲ
Ｓ）電力を含み得る。ＳＲＳ電力は、ＰＵＳＣＨ電力に少なくとも部分的に基づき得る。
【００１７】
　[0017]特定の例では、上記の方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品
はまた、第２のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて後続のアップリンク電
力を決定する、ならびに、その後続のアップリンク電力に従って第２のアップリンクチャ
ネルを送信するための、ステップ、手段、および／または、プロセッサによって実行可能
な命令を含み得る。第２のチャネル反復レベルは、第１のチャネル反復レベルとは異なり
得る。たとえば、第１のアップリンクチャネルはＰＲＡＣＨであり得、第２のアップリン
クチャネルは、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、またはＳＲＳチャネルのうちの少なくとも１つ
であり得る。いくつかの例では、後続のアップリンク電力は、第１のチャネル反復レベル
にさらに基づいて決定され得る。
【００１８】
　[0018]特定の例では、その方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品は
また、１つまたは複数の反復しきい値を識別する、ならびに、第１のチャネル反復レベル
が１つまたは複数の反復しきい値のうちの１つを超えたときに最大電力値を適用するため
の、ステップ、手段、および／または、プロセッサによって実行可能な命令を含み得る。
１つまたは複数の反復しきい値は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）反復し
きい値、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）反復しきい値、またはサウンディ
ング基準信号（ＳＲＳ）反復しきい値のうちの少なくとも１つを含み得る。最大電力値は
、ＰＵＳＣＨ最大電力値、ＰＵＣＣＨ最大電力値、またはＳＲＳ最大電力値のうちの少な
くとも１つを含み得る。
【００１９】
　[0019]記載される方法および装置の適用性のさらなる範囲は、以下の発明を実施するた
めの形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。発明を実施するための形態
の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が当業者には明らかになるので、発明を実施
するための形態および特定の例は、例示として与えられるものにすぎない。
【００２０】
　[0020]以下の図面を参照することにより、本発明の性質および利点のさらなる理解が実
現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有する場合
がある。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様
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の構成要素の間を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参
照ラベルのみが明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず
、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれか１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】[0021]本開示の様々な実施形態によるワイヤレス通信システムのブロック線図。
【図２Ａ】[0022]本開示の一実施形態によるワイヤレス通信システム内における通信を示
すコールフロー図。
【図２Ｂ】本開示の一実施形態によるワイヤレス通信システム内における通信を示すコー
ルフロー図。
【図３Ａ】[0023]本開示の一実施形態によるアップリンク電力制御のために構成された例
示的なデバイスのブロック線図。
【図３Ｂ】本開示の一実施形態によるアップリンク電力制御のために構成された例示的な
デバイスのブロック線図。
【図３Ｃ】本開示の一実施形態によるアップリンク電力制御のために構成された例示的な
デバイスのブロック線図。
【図４】[0024]本開示の様々な実施形態によるアップリンク電力制御のために構成された
モバイルデバイスの一例のブロック線図。
【図５】[0025]本開示の様々な実施形態によるアップリンク電力制御のために構成された
システムの一例のブロック線図。
【図６】[0026]本開示の様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法のフ
ローチャート。
【図７】[0027]本開示の様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法のフ
ローチャート。
【図８】[0028]本開示の様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法のフ
ローチャート。
【図９】[0029]本開示の様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法のフ
ローチャート。
【図１０】[0030]本開示の様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法の
フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　[0031]ワイヤレスデバイスのいくつかのタイプは、自動化された通信をもたらし得る。
自動化されたワイヤレスデバイスは、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信またはマシンタイ
プ通信（ＭＴＣ）を実装するものを含み得る。Ｍ２Ｍおよび／またはＭＴＣは、人の介入
を伴わずにデバイスが互いにまたは基地局と通信することを可能にするデータ通信技術を
指す。たとえば、Ｍ２Ｍおよび／またはＭＴＣは、情報を測定または捕捉するためにセン
サーまたはメーターを組み込み、その情報を利用することまたはその情報をプログラムも
しくはアプリケーションと相互作用する人へ提示することができる中央サーバまたはアプ
リケーションプログラムへ情報を中継するデバイスからの通信を指し得る。
【００２３】
　[0032]ＭＴＣデバイスは、情報を収集するため、または、マシンの自動化された挙動を
可能にするために使用され得る。ＭＴＣデバイスのための適用例の例としては、スマート
メータリング、インベントリ監視、水位監視、機器監視、ヘルスケア監視、野生生物監視
、天候および地質学的事象監視、フリート管理および追跡、リモートセキュリティ検知、
物理的アクセス制御、ならびにトランザクションベースのビジネスの課金がある。
【００２４】
　[0033]カバレッジ拡張（coverage enhancement）技法を採用したワイヤレス通信システ
ムなどのいくつかのワイヤレス通信システムでは、特定のチャネルが時間の増加に伴って
反復的に送信され得る。加えて、特定のアップリンク送信（たとえばＭＴＣデバイスから
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の送信）は、以前の成功した送信で使用された電力設定に基づく送信電力設定を有し得る
。アップリンク送信の後続の反復では、より高い送信電力設定が使用され得る。言い換え
れば、反復されるチャネル送信の各々は、増加する送信電力設定を使用し得、また初期の
送信電力設定が不正確である場合、後続の送信電力設定は、効果的なカバレッジ拡張に対
して高すぎに、または低すぎになり得る。
【００２５】
　[0034]アップリンク電力設定は、アップリンクチャネルのチャネル反復レベルもしくは
電力ランプアップ（ramp-up）レベルまたはそれら両方を考慮するか、またはそれらに基
づき得る。いくつかの場合には、カバレッジ拡張要件を満たそうと試みて、チャネルが複
数のサブフレームにわたって反復的に送信される。たとえば、物理ブロードキャストチャ
ネル（ＰＢＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）とそれに伴うメッセー
ジ、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理アップリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、拡張型ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤ
ＣＣＨ）、および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を含む様々な物理チャネ
ルが、ワイヤレス通信デバイスから反復的に送信され得る。いくつかの場合には、その反
復数は、数十程度のサブフレームであり得、異なるチャネルは、異なる反復レベルを有し
得る。
【００２６】
　[0035]例として、ＰＲＡＣＨ反復は、反復レベルの指定された最大数までの反復レベル
ランプアップを含み得る。たとえば、様々なカバレッジ拡張技法は、「ゼロカバレッジエ
クステンション（zero coverage extension）」レベルに加えて、３つの反復レベルを含
み得る。したがって、システムは、最大値までの設定可能な数のレベルを使用し得る。各
反復レベルは、各レベルの反復数によって定義され得る。反復数は、設定可能であり得る
か、または範囲を含み得る。たとえば、ＵＥは、種々の反復レベルに従って連続的に送信
することによって、ＰＲＡＣＨを試行し得る。
【００２７】
　[0036]例示的なシナリオは、ＰＲＡＣＨ反復の最大で３つのレベルを含み得、レベル１
、２、および３はそれぞれ、５回、１０回、および１５回の反復を許可し得る。したがっ
て、ＵＥはレベル１で動作し始め、ＰＲＡＣＨプリアンブルを最大で５回、反復的に送信
し得る。ＵＥが、ＰＲＡＣＨプリアンブル送信を５回、反復した後にもランダムアクセス
応答（ＲＡＲ）を受信しない場合、ＵＥはレベル２に適応し得る。レベル２内では、ＵＥ
は、ＰＲＡＣＨプリアンブルを最大で１０回、反復的に送信し得る。ＵＥが、ＰＲＡＣＨ
プリアンブル送信を１０回、反復した後にもＲＡＲを受信しない場合、ＵＥはレベル３に
適応し得る。レベル３内では、ＵＥは、ＰＲＡＣＨプリアンブルを最大で１５回、反復的
に送信し得る。
【００２８】
　[0037]いくつかの場合には、ＵＥは、各々の連続するレベルとともに送信電力を増加さ
せ、これは電力ランプアップと呼ばれ得るプロセスである。そのため、ＵＥは、レベル１
においては初期電力で、レベル２においてはより高い電力で、レベル３においてはさらに
高い電力で送信し得る。他の実施形態では、最大電力値に到達するまで、連続する各ＰＲ
ＡＣＨプリアンブルが直前よりも高い電力で送信されるように、ＵＥは、反復ごとに送信
電力を増加させる。ＵＥが行う試行の総数、および許可される反復の総数は、様々であり
得る。ＵＥは、「バックオフ」設定に到達する前の最大試行総数に制限され得る。追加ま
たは代替として、ＵＥは、ＲＡＲを受信するまで、各レベルを通じた進行を繰り返すよう
に設定可能であり得る。
【００２９】
　[0038]他のチャネルは、各反復レベルを通じた同様の進行に従って送信され得る。した
がって、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、サウンディング基準信号（ＳＲＳ：Sounding Referen
ce Signal）、および他のチャネル、メッセージ、または信号が、ＰＲＡＣＨに関して説
明したレベルランプアップまたは電力ランプアップに従って送信され得る。いくつかの場
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合には、異なる送信に伴う様々なＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ反復長さ（たとえ
ば、レベルごとの反復数または反復数レベル）。初期のＰＵＳＣＨおよび後続のＰＵＳＣ
Ｈはたとえば、異なる電力設定もしくは反復設定、または両方を有し得る。また、ある送
信またはあるチャネルから次へ、電力調整が必要であり得る。他の場合には、しきい値の
反復数または反復レベルのしきい値が到達されると、電力制御が必要であり得る。そのよ
うな場合、デフォルトのアップリンク電力が使用され得、そのデフォルトの電力は、最大
電力値（たとえば、チャネル最大送信電力またはＵＥ最大送信電力）であり得る。
【００３０】
　[0039]チャネル反復、反復レベルランプアップ、および電力ランプアップを含むカバレ
ッジ拡張技法は一般に、ＭＴＣデバイスとともに用いられ得るが、他のタイプのユーザ機
器（ＵＥ）も同様に、そのような技法を利用し得るか、またはそのような技法から利益を
享受し得る。したがって、説明するカバレッジ拡張技法がＭＴＣ用途に限定されないこと
を、当業者は認識されよう。
【００３１】
　[0040]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「
システム」および「ネットワーク」という用語はしばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡ
システムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無
線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププ
ロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体の文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００
は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格を包含する。ＩＳ－２０００リ
リース０およびＡは、一般的に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－
８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、Ｈｉｇｈ　Ｒ
ａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂ
ａｎｄ　ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形形態とを含む。ＴＤ
ＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎ（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステム
は、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（
登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得
る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシス
テム（ＵＭＴＳ）の一部である。
【００３２】
　[0041]３ＧＰＰ（登録商標）のロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））
およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しい
リリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭ
は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnersh
ip Project）という名称の組織からの文書に記載されている。本明細書で説明される技法
は、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用
され得る。しかしながら、以下の説明は、例としてＬＴＥシステムを記載し、以下の説明
の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ用途以外に適用可能である
。
【００３３】
　[0042]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載され
る範囲、適用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から
逸脱することなく、論じられる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な
実施形態は、適宜に様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえ
ば、説明される方法は、説明される順序とは異なる順序で実行されてよく、様々なステッ
プが追加され、省略され、または組み合わせられてよい。また、いくつかの実施形態に関
して説明される特徴が、他の実施形態において組み合わせられてもよい。
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【００３４】
　[0043]最初に図１を参照すると、ブロック線図が、様々な実施形態によるワイヤレス通
信システム１００の一例を示している。ワイヤレス通信システム１００は、基地局（また
はセル）１０５と、通信デバイス１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１
０５は、様々な実施形態ではコアネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得
る、基地局コントローラ（図示せず）の制御下で通信デバイス１１５と通信し得る。基地
局１０５は、バックホールリンク１３２を介してコアネットワーク１３０と制御情報およ
び／またはユーザデータを通信し得る。バックホールリンク１３２は、有線バックホール
リンク（たとえば、銅、ファイバなど）および／またはワイヤレスバックホールリンク（
たとえば、マイクロ波など）であり得る。実施形態では、基地局１０５は、有線またはワ
イヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を通じて、直接または間接的に
、互いに通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（様々な周波数
の波形信号）上での動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリアで
同時に変調信号を送信し得る。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な
無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各変調信号は、異なるキャ
リア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッ
ド情報、データなどを搬送し得る。
【００３５】
　[0044]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレス通信し得る。基地局１０５サイトの各々は、それぞれのカバレッジエリア１１０
に通信カバレッジを提供し得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トラン
シーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、Ｈｏｍ
ｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれるこ
とがある。基地局のためのカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリアの一部分のみを
構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異なる
タイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ
基地局）を含み得る。異なる技術のための重複するカバレッジエリアがあり得る。
【００３６】
　[0045]通信デバイス１１５はワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、
各通信デバイスは固定式または移動式であり得る。通信デバイス１１５は、当業者によっ
て、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモ
ートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモ
ートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモ
ート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、ユーザ機器（ＵＥ）、モバイルクライア
ント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。通信デバイ
ス１１５は、ＭＴＣデバイス、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモ
デム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラッ
プトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局など
であり得る。通信デバイスは、マクロ基地局、ピコ基地局、フェムト基地局、リレー基地
局などと通信することが可能であり得る。
【００３７】
　[0046]ワイヤレス通信システム１００中に示された送信リンク１２５は、通信デバイス
１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５か
ら通信デバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順
方向リンク送信と呼ばれることもあり、一方アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ば
れることもある。
【００３８】
　[0047]実施形態では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
クである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユー
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ザ機器（ＵＥ）という用語は、概して、それぞれ基地局１０５および通信デバイス１１５
について説明するために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプ
のｅＮＢが様々な地理的領域にカバレッジを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
クであり得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、通信カバレッジを、マクロセル、ピコセル
、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに与え得る。マクロセルは、概して、
比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワーク
プロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセ
ルは一般に、比較的小さい地理的エリアをカバーし、ネットワークプロバイダのサービス
に加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセルは一般に
、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし、無制限アクセスに加えて、
フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ
、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスも提供し得る。マクロセル
のためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢは、ピ
コｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢ
またはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２
つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。
【００３９】
　[0048]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークアーキテクチャによるワイヤレス通信システム
１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet System）１００と呼ばれ
ることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のＵＥ１１５と、発展型ＵＭＴＳ地上波
無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved UMTS Terrestrial Radio Access 
Network）と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）１３０（たとえば、
コアネットワーク１３０）と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）
と、事業者のＩＰサービスとを含み得る。ＥＰＳは、他の無線アクセス技術を使用して他
のアクセスネットワークと相互接続し得る。たとえば、ＥＰＳ１００は、１つまたは複数
のサービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ：Serving GPRS Support Node）を介し
てＵＴＲＡＮベースのネットワークおよび／またはＣＤＭＡベースのネットワークと相互
接続し得る。ＵＥ１１５のモビリティおよび／または負荷分散をサポートするために、Ｅ
ＰＳ１００は、ソースｅＮＢ１０５とターゲットｅＮＢ１０５との間のＵＥ１１５のハン
ドオーバをサポートし得る。ＥＰＳ１００は、同じＲＡＴ（たとえば、他のＥ－ＵＴＲＡ
Ｎネットワーク）のｅＮＢ１０５および／または基地局間のＲＡＴ内ハンドオーバと、異
なるＲＡＴ（たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡＮ対ＣＤＭＡなど）のｅＮＢおよび／または基地局
間のＲＡＴ間ハンドオーバとをサポートし得る。ＥＰＳ１００はパケット交換サービスを
与え得るが、当業者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示される様々な
概念は、回線交換サービスを与えるネットワークに拡張され得る。
【００４０】
　[0049]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ｅＮＢ１０５を含み得、ＵＥ１１５に対してユーザプレーン
プロトコル終端と制御プレーンプロトコル終端とを与え得る。ｅＮＢ１０５は、バックホ
ールリンク１３４（たとえば、Ｘ２インターフェースなど）を介して他のｅＮＢ１０５に
接続され得る。ｅＮＢ１０５は、ＵＥ１１５にＥＰＣ１３０へのアクセスポイントを与え
得る。ｅＮＢ１０５は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１インターフェースな
ど）によってＥＰＣ１３０に接続され得る。ＥＰＣ１３０内の論理ノードは、１つまたは
複数のモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）と、１つまたは複数のサービングゲートウ
ェイと、１つまたは複数のパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイと（図示
せず）を含み得る。概して、ＭＭＥはベアラおよび接続管理を行い得る。すべてのユーザ
ＩＰパケットはサービングゲートウェイを通して転送される場合があり、サービングゲー
トウェイ自体はＰＤＮゲートウェイに接続され得る。ＰＤＮゲートウェイはＩＰアドレス
割振りならびに他の機能をＵＥに与え得る。ＰＤＮゲートウェイはＩＰネットワークおよ
び／または事業者のＩＰサービスに接続され得る。これらの論理ノードは別個の物理ノー
ドにおいて実装され得るか、あるいは１つまたは複数が単一の物理ノードにおいて組み合
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わせられ得る。ＩＰネットワーク／事業者のＩＰサービスは、インターネット、イントラ
ネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、およ
び／またはパケット交換（ＰＳ：Packet-Switched）ストリーミングサービス（ＰＳＳ：P
S Streaming Service）を含み得る。
【００４１】
　[0050]ＵＥ１１５は、たとえば、多入力多出力（ＭＩＭＯ：Multiple Input Multiple 
Output）、多地点協調（ＣｏＭＰ：Coordinated Multi-Point）、または他の方式を通し
て、複数のｅＮＢ１０５と共同的に通信するために構成され得る。ＭＩＭＯ技法は、複数
のデータストリームを送信するためにマルチパス環境を利用するために、基地局上の複数
のアンテナおよび／またはＵＥ上の複数のアンテナを使用する。ＣｏＭＰは、ＵＥのため
の全体的送信品質を改善し、ならびにネットワークおよびスペクトル利用を増加させるた
めの、いくつかのｅＮＢによる送信および受信の動的協調のための技法を含む。一般に、
ＣｏＭＰ技法は、ＵＥ１１５のための制御プレーン通信とユーザプレーン通信とを協調さ
せるために、基地局１０５間の通信のためにバックホールリンク１３２および／または１
３４を利用する。
【００４２】
　[0051]いくつかの様々な開示された実施形態に適応することができる通信ネットワーク
は、階層化プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る
。ユーザプレーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤ
ＣＰ）レイヤにおける通信は、ＩＰベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤ
は、論理チャネルを通じて通信するためにパケットのセグメンテーションとリアセンブル
とを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先処理と、トランスポートチ
ャネルへの論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、信頼性の高いデ
ータ送信を保証するためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うために、ハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）技法を使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ
）プロトコルレイヤは、ユーザプレーンデータのために使用されるＵＥとネットワークと
の間のＲＲＣ接続の確立と、構成と、維持とを提供し得る。物理レイヤにおいて、トラン
スポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４３】
　[0052]ワイヤレス通信システム１００は、カバレッジ拡張技法を用いるように構成され
得る。たとえば、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数は、ＰＲＡＣＨ反復レベルなどのチ
ャネル反復レベルに基づいて初期のアップリンク電力を決定し得る。また、ＵＥ１１５は
、初期のアップリンク電力に従って第１のアップリンクチャネル（たとえば、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨ）を送信し得る。いくつかの場合には、これは、ＵＥ１１５がチャネル
反復レベルに基づいて、要求された電力ランプアップオフセットを決定することを含む。
ＵＥ１１５は、要求された電力ランプアップオフセットを選択し得るか、または、最大電
力ランプアップ値を選択し得、ＵＥ１１５は、アップリンク電力を算出するために、この
最大電力ランプアップ値を使用し得る。
【００４４】
　[0053]図２Ａおよび図２Ｂは、様々な実施形態による、ワイヤレス通信システム内にお
ける通信を示すコールフロー図２００－ａおよび図２００－ｂである。図２００－ａおよ
び図２００－ｂは、図１のワイヤレス通信システム１００内で用いられるアップリンク電
力制御カバレッジ拡張技法を示し得る。図２００－ａはＵＥ１１５－ａおよびｅＮＢ１０
５－ａを含み、これらは、図１のＵＥ１１５およびｅＮＢ１０５の例であり得る。ＵＥ１
１５－ａはＭＴＣデバイスであり得、ＵＥ１１５－ａおよびｅＮＢ１０５－ａはカバレッ
ジ拡張技法を用い得る。図２００－ａは、競合ベースのＰＲＡＣＨプロシージャの一例で
あり得る。たとえば、図２００－ａは、ＵＥ１１５－ａがＲＲＣアイドルモードからＲＲ
Ｃ接続モードに移行している状況を示し得る。
【００４５】
　[0054]ＵＥ１１５－ａは、最初のＰＲＡＣＨプリアンブル２１０－ａを初期のＰＲＡＣ
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Ｈ送信電力で送信し得る。ＰＲＡＣＨ送信電力は、最大ＵＥ送信電力値、経路損失値、お
よびプリアンブルターゲット電力の関数であり得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、ＰＲ
ＡＣＨ送信電力として、最大ＵＥ送信電力と、経路損失値とプリアンブルターゲット電力
との合計と、の最小値を選択し得る。いくつかの場合には、プリアンブルターゲット電力
はランピング（ramping）ステップを含み、このランピングステップは、後続のＰＲＡＣ
Ｈプリアンブル送信において電力を増加させるためにＵＥ１１５－ａによって使用され得
る。たとえば、ＵＥ１１５－ａが、最初のＰＲＡＣＨプリアンブル２１０－ａの送信に対
する応答を受信しない場合、ＵＥ１１５－ａは、ＰＲＡＣＨプリアンブル送信を反復し得
る。ある回数の反復の後に、ＵＥ１１５－ａは、より高い反復レベルに切り替わり得、ｎ
番目のＰＲＡＣＨプリアンブル２１０－ｎを送信し得る。ｎ番目のＰＲＡＣＨプリアンブ
ル２１０－ｎは、最初のＰＲＡＣＨプリアンブル２１０－ａよりも高いＰＲＡＣＨ送信電
力で送信され得る。したがって、最初のＰＲＡＣＨプリアンブル２１０－ａの送信とｎ番
目のＰＲＡＣＨプリアンブル２１０－ｎの送信との間における送信電力の差は、電力ラン
プアップを表し得る。ＵＥ１１５－ａは、成功する（または最後の）ＰＲＡＣＨプリアン
ブル２１０－ｚを送信するまで、ＰＲＡＣＨプリアンブルの送信を反復し得る。成功する
ＰＲＡＣＨプリアンブル２１０－ｚは、第３のチャネル反復レベルで送られ得るが、これ
は、チャネルの第２の反復レベルよりも高いＰＲＡＣＨ電力で送信され得る。
【００４６】
　[0055]成功するＰＲＡＣＨプリアンブル２１０－ｚに応答して、ＵＥ１１５－ａは、ｅ
ＮＢ１０５－ａから、制御情報を含むＰＤＣＣＨ２１５と、ランダムアクセス応答（ＲＡ
Ｒ）を含むＰＤＳＣＨ２２０とを受信し得る。ＵＥ１１５－ａは次いで、ＰＵＳＣＨ上に
おけるレイヤ３メッセージなど、最初のアップリンク送信２２５で応答し得る。初期のア
ップリンク電力、たとえば最初のアップリンク送信２２５の電力は、ＰＲＡＣＨ反復レベ
ルに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。たとえば、初期のアップリンク電力は、
初期のＰＲＡＣＨ反復レベルもしくは成功する（たとえば第３の）ＰＲＡＣＨ反復レベル
、またはそれら両方を考慮することによって決定され得る。そして、最初のアップリンク
送信２２５は、初期のアップリンク電力に従って送信され得る。いくつかの場合には、Ｕ
Ｅ１１５－ａは、チャネル反復レベル（たとえば、１つまたは複数のＰＲＡＣＨ反復レベ
ル）に基づいて、要求された電力ランプアップオフセットを決定し、さらに、ＵＥ１１５
－ａは、要求された電力ランプアップオフセットに基づいて、アップリンク電力を算出す
る。追加または代替として、ＵＥ１１５－ａは、送信電力制御コマンドをｅＮＢ１０５－
ａから（たとえば、ＰＤＣＣＨ２１５上で）受信し得、この送信電力制御コマンドを、ア
ップリンク電力を算出するために用い得る。
【００４７】
　[0056]ＵＥ１１５－ａは、いくつかの場合には、様々な反復レベルに従ってアップリン
ク送信を実施し得る。たとえば、ｎ番目のアップリンク送信２３０は、第２のアップリン
ク送信反復レベルで送信され得る。いくつかの実施形態では、ｎ番目のアップリンク送信
２３０のアップリンク電力は、初期のアップリンク電力が基づく反復レベルとは異なる反
復レベルに基づく。たとえば、ｎ番目のアップリンク送信２３０のアップリンク電力は、
後続のアップリンク電力と呼ばれ得るものであり、最初のアップリンク送信２２５のもの
と同じ反復レベルに基づき得る。別の例では、ｎ番目のアップリンク送信２３０は、最初
のアップリンク送信２２５のものとは異なる反復レベルに基づき得る。したがって、ｎ番
目のアップリンク送信２３０は、最初のアップリンク送信２２５の反復レベルに対して、
その反復レベルに基づいて送信され得る。代替的に、ｎ番目のアップリンク送信２３０の
反復レベルがしきい値を超えたとき、最大電力値がそのｎ番目のアップリンク送信２３０
に適用され得、そのアップリンク送信は、最大電力値（たとえば、最大ＵＥ送信電力）を
使用して送信され得る。
【００４８】
　[0057]次に、図２Ｂの線図２００－ｂは、非競合ベースのＰＲＡＣＨプロシージャにお
けるＵＥの一例であり得る。線図２００－ｂはＵＥ１１５－ｂおよびｅＮＢ１０５－ｂを
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含み、これらは、図１のＵＥ１１５およびｅＮＢ１０５の例であり得る。ＵＥ１１５－ｂ
はＭＴＣデバイスであり得、ＵＥ１１５－ｂおよびｅＮＢ１０５－ｂはカバレッジ拡張技
法を用い得る。線図２００－ｂは、たとえば、ＵＥ１１５－ｂが同期されていない間に、
ｅＮＢ１０５－ｂがＵＥ１１５－ｂに送信すべきダウンリンクデータを有するシナリオを
示し得る。
【００４９】
　[0058]ＵＥ１１５－ｂは、ｅＮＢ１０５－ｂからＰＤＣＣＨ２５０を受信し得、このＰ
ＤＣＣＨ２５０は、特定のＰＲＡＣＨリソースを示す制御情報および／またはアップリン
ク電力パラメータ（たとえば、要求された電力ランプアップオフセット）の指示を含み得
る。ＵＥ１１５－ｂは次いで、図２Ａを参照しながら説明したものとほとんど同じＰＲＡ
ＣＨプロシージャを進め得る。ＵＥ１１５－ｂは、最初のＰＲＡＣＨプリアンブル２５５
－ａ、ｎ番目のＰＲＡＣＨプリアンブル２５５－ｎ、および／または成功するＰＲＡＣＨ
プリアンブル２５５－ｚを送信し得る。これらの各々は、様々な反復レベルに従って送信
され得、また各々は電力ランプアップに従って送信され得る。ＵＥ１１５－ｂは、ＰＤＣ
ＣＨ２６０と、ＲＡＲを含むＰＤＳＣＨ２６５とを受信し得る。またＵＥ１１５－ｂは次
いで、最初のアップリンク送信２７０およびｎ番目のアップリンク送信２８０で応答し得
る。アップリンク送信２７０、２８０は、ＰＵＳＣＨ上におけるレイヤ３メッセージであ
り得る。初期のアップリンク電力、たとえば最初のアップリンク送信２７０の電力は、Ｐ
ＲＡＣＨ反復レベルに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。追加または代替として
、初期のアップリンク電力は、ｅＮＢ１０５－ｂから指示された、要求された電力ランプ
アップオフセットに部分的に基づいて決定され得る。
【００５０】
　[0059]次に図３Ａを参照すると、様々な実施形態によるアップリンク電力制御のために
構成された、例示的なデバイス３０５のブロック線図３００が示されている。デバイス３
０５は、図１、図２Ａ、および図２Ｂを参照して説明されたＵＥ１１５および／またはｅ
ＮＢ１０５の態様の例であり得る。デバイス３０５は、受信機モジュール３１０、コント
ローラモジュール３２０、および／または送信機モジュール３３０を含み得る。これらの
モジュールの各々は互いに通信し得、様々なモジュールは、本明細書で説明する機能を実
施するための手段であり得る。いくつかの実施形態では、デバイス３０５の１つまたは複
数の態様はプロセッサである。
【００５１】
　[0060]受信機モジュール３１０は、様々なチャネルおよびメッセージを受信するように
構成され得る。たとえば、受信機モジュール３１０は、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣ
ＣＨ、および／またはＳＲＳをＵＥ１１５から受信するように構成され得る。他の実施形
態では、受信機モジュール３１０は、ＰＤＣＣＨ、ＲＡＲ、ＴＰＣメッセージ、ならびに
付加的なデータおよび制御情報をｅＮＢ１０５から受信するように構成される。
【００５２】
　[0061]コントローラモジュール３２０は、電力レベルおよび反復レベルに関連するパラ
メータ、設定、および値を決定、識別、選択、および／または算出するように構成され得
る。たとえば、コントローラモジュール３２０は、反復レベルに完全にまたは部分的に基
づいてアップリンク電力を決定するように構成され得る。したがって、コントローラモジ
ュール３２０は、それぞれ、第１の反復レベルおよび第２の反復レベルに基づいて、初期
のアップリンク電力レベルおよび後続の電力レベルを決定し得る。例として、反復レベル
は、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、および／またはＳＲＳ反復レベルであり得、
アップリンク電力レベルは、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、および／またはＳＲ
Ｓ電力レベルであり得る。
【００５３】
　[0062]送信モジュール３３０は、決定された反復レベルもしくは電力レベル、またはそ
れら両方に従って、チャネルおよびメッセージを送信するように構成され得る。たとえば
、送信機モジュール３３０は、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、および／またはＳ
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ＲＳをｅＮＢ１０５へ送信するかまたは反復的に送信するように構成され得る。代替的に
、送信機モジュール３３０は、ＰＤＣＣＨ、ＲＡＲ、ＴＰＣメッセージ、ならびに付加的
なデータおよび制御情報をＵＥ１１５へ送信するかまたは反復的に送信するように構成さ
れ得る。いくつかの実施形態では、送信機モジュール３３０は、コントローラモジュール
３２０によって決定された初期のアップリンク電力に従って１つまたは複数のアップリン
クチャネルを送信するように構成される。同様に、送信機モジュール３３０は、コントロ
ーラモジュール３２０によって決定された後続のアップリンク電力に従って１つまたは複
数のアップリンクチャネルを送信するように構成され得る。
【００５４】
　[0063]次に、図３Ｂは、様々な実施形態によるアップリンク電力制御のために構成され
た、例示的なデバイス３０５－ａのブロック線図３００－ａを示している。デバイス３０
５－ａは、図３Ａのデバイス３０５の一例であり得、また図１、図２Ａ、および図２Ｂを
参照しながら説明したＵＥ１１５および／またはｅＮＢ１０５の態様の一例であり得る。
デバイス３０５は、受信機モジュール３１０－ａ、コントローラモジュール３２０－ａ、
および／または送信機モジュール３３０－ａを含み得る。これらのモジュールの各々は互
いに通信し得、またそれらは図３Ａの対応するモジュールの例であり得る。デバイス３０
５－ａの様々なモジュールは、本明細書で説明する機能を実施するための手段であり得る
。加えて、デバイス３０５－ａの１つまたは複数の態様はプロセッサであり得る。
【００５５】
　[0064]コントローラモジュール３２０－ａは、電力決定モジュール３４０および／また
は反復決定モジュール３５０を含み得る。これらのモジュールの各々は互いに通信し得、
また各々はプロセッサの一態様であり得る。電力決定モジュール３４０は、チャネル反復
レベルに完全にまたは部分的に基づいてアップリンク電力を決定するように構成され得る
。たとえば、電力決定モジュール３４０は、１つのチャネル反復レベル（たとえばＰＲＡ
ＣＨ反復レベル）に基づいて初期のアップリンク電力を決定するように構成され得、また
、異なるチャネル反復レベル（たとえばＰＵＳＣＨ反復レベル）に基づいて後続のアップ
リンク電力を決定するように構成され得る。また、送信機モジュール３３０－ａは、決定
されたアップリンク電力に従ってアップリンクチャネルを送信し得る。
【００５６】
　[0065]例として、電力決定モジュール３４０は、電力ランプアップ値（たとえば電力ラ
ンプアップオフセット）または電力調整値を考慮または利用してアップリンク電力を決定
するように構成され得る。電力決定モジュール３４０は、たとえば、あるオフセットに基
づいて、要求された電力ランプアップオフセットを決定し得る。追加または代替として、
電力決定モジュール３４０は、ＰＵＳＣＨの送信、ＰＵＣＣＨの送信、ＳＲＳの送信、ま
たはそれらの組合せに対する反復レベルの差に基づいて電力調整値を決定し得る。電力決
定モジュール３４０はまた、要求された電力ランプアップオフセットと最大電力ランプア
ップ値とを含むセットから最小値を選択し得る。そして電力決定モジュール３４０は、選
択された最小値、また場合によってはＴＰＣコマンドに基づいてアップリンク電力を算出
し得る。これらの決定は、他のシステムノードから（たとえば受信機モジュール３１０－
ａを介して）受信され、電力決定モジュール３４０へ伝達されたパラメータにある程度、
基づき得る。
【００５７】
　[0066]反復決定モジュール３５０は、様々な送信（たとえば、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＳＣＨ
、ＰＵＣＣＨ、ＳＲＳなど）に対する反復レベルを決定するように構成され得るか、また
はレベルごとに反復数を決定し得るか、またはそれら両方を決定し得る。いくつかの場合
には、レベルごとの反復数および／または考えられる反復レベルがコントローラモジュー
ル３２０－ａによって先験的に知られ、反復決定モジュール３５０は、それら既知の値か
らレベルおよび／または反復数を決定する。他の実施形態では、反復レベルおよび／また
はレベルごとの反復数は、反復モジュール３５０によって決定され得る設定可能な値であ
る。さらに他の実施形態では、反復レベルおよび／またはレベルごとの反復数は設定可能
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な値であり、それらは別のデバイス（たとえばｅＮＢ）で設定され、反復決定モジュール
３５０へ伝達され得る。たとえば、受信機モジュール３１０－ａは、所与のチャネルに対
する反復レベルおよび／または反復数を示すシグナリングを受信し得、受信機モジュール
３１０－ａは、そのような情報を反復決定モジュール３５０へ伝達し得る。
【００５８】
　[0067]いくつかの実施形態では、電力決定モジュール３４０は、３ＧＰＰ規格によって
記載されたようにアップリンク電力を決定するが、しかしながら、決定モジュール３４０
は、反復レベルに少なくとも部分的に基づいてアップリンク電力を決定し得る。たとえば
、ＵＥ１１５がサービングセルｃに関するＲＡＲを受信する場合、初期のＰＵＳＣＨ電力
ｆc（０）は次のように定義され得る。
【数１】

ここで、δmsg2,cは、ＲＡＲにおいて指示されるＴＰＣコマンドであり、これは、サービ
ングセルにおいて送信されるランダムアクセスプリアンブルに対応し、
【数２】

ここで、

【数３】

である。上式において、ＰCMAX,cは、サービングセルｃに関する設定されたＵＥ送信電力
（たとえば、最大ＵＥ送信電力）であり、ＭPUSCH,c（０）は、サービングセルｃにおけ
る第１のＰＵＳＣＨ送信のサブフレームに関するＰＵＳＣＨリソース割当ての帯域幅であ
り、Ｐ0,PUSCH,c（２）は、サービングセルｃに対してより上位のレイヤから提供された
コンポーネントパラメータの合計から成るＰＵＳＣＨ送信電力パラメータであり、α（２
）は、ＲＡＲ許可に伴うＰＵＳＣＨ送信に対する分数の電力制御因子であり、ＰＬは、コ
ントローラモジュール３２０－ａによって推定され得る、サービングセルｃに関するダウ
ンリンク経路損失推定値であり、ΔTF,c（０）は、サービングセルｃにおける第１のＰＵ
ＳＣＨ送信の電力調整であり、ΔＰrampuprequested,cは、反復レベルに基づく要求され
た電力ランプアップオフセットである。
【００５９】
　[0068]ＰＵＳＣＨにおいて、要求された電力ランプアップオフセットは次のように定義
され得る。

【数４】

ここで、ＬPUSCHは、所定のＰＵＳＣＨ反復レベルにおけるＰＵＳＣＨ送信の反復数であ
り、ＬPRACH,finalは、ＰＲＡＣＨが成功した（たとえば、ＲＡＲが受信された）反復レ
ベルにおけるＰＲＡＣＨ送信の反復数であり、Ｐ1,PRACHは、初期のＰＲＡＣＨ送信の送
信電力であり、Ｐ2,PRACHは、成功するＰＲＡＣＨ送信の送信電力である。いくつかの実
施形態では、反復送信の各ＰＲＡＣＨ試行において、一定の電力が使用される。その結果
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、電力ランプアップは、最後のＰＲＡＣＨ試行と最初のＰＲＡＣＨ試行との間の電力差と
して定義され得る。いくつかの実施形態では、反復送信の各ＰＲＡＣＨ試行において、同
じ試行の反復送信の各々に対して、異なる電力が使用され得る。したがって、電力ランプ
アップは、最終的なＰＲＡＣＨ試行の最後の送信と最初の送信との間の電力差として定義
され得る。代替的に、電力ランプアップは、最終的なＰＲＡＣＨ試行の最後の送信と初期
のＰＲＡＣＨ試行の最初の送信との間の電力差として定義され得る。式４には示されてい
ないが、値ＬPRACH,initialは、初期のＰＲＡＣＨ反復レベルにおけるＰＲＡＣＨ送信の
反復数である。
【００６０】
　[0069]上記を鑑みると、ＰＵＳＣＨ反復レベルが（たとえば反復決定モジュール３５０
によって）変更されるとき、ＬPUSCHの値が変化し得、したがってΔＰrampuprequested,c

の値も変化し得ることが明らかである。しかし、いくつかの実施形態では、最初のＰＵＳ
ＣＨ送信および後続のＰＵＳＣＨ送信に関する反復レベルが共通の値として定義される。
たとえば、ＬPUSCHはＬPRACH,finalとして定義され得、したがってΔＰrampuprequested,

cは次のように定義され得る。
【数５】

【００６１】
　[0070]初期のＰＵＣＣＨ電力ｇ（０）は、ＰＵＳＣＨと同様の方法で定義され得る。た
とえば、

【数６】

であり、ここで、ＰＵＣＣＨがＰＵＳＣＨと同じサブフレームにおいて送信される場合、
【数７】

および
【数８】

である。他の場合、
【数９】

である。式７～９では、ＰCMAX,cは、サービングセルｃに関する設定されたＵＥ送信電力
（たとえば最大ＵＥ送信電力）であり、Ｐ0,PUCCHは、サービングセルｃに対して上位レ
イヤから提供されたコンポーネントパラメータの合計から成るＰＵＣＣＨ送信電力パラメ
ータであり、ＰＬcはサービングセルｃに関するダウンリンク経路損失推定値であり、ｈ
（ｎCQI，ｎHARQ，ｎSR）は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａで指定されたＰＵＣＣＨフォーマット
依存値であり、ΔF_PUCCH（Ｆ）は上位レイヤによって提供されるパラメータであり、ΔT

XD（Ｆ’）は、場合によっては、上位レイヤによって提供されるパラメータであるか、ま
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たはゼロであり、ΔＰrampuprequested,cは、反復レベルに基づく要求された電力ランプ
アップオフセットである。
【００６２】
　[0071]ＰＵＣＣＨにおいては、要求された電力ランプアップオフセットは次のように定
義され得る。
【数１０】

ここで、ＬPUCCHは、所定のＰＵＣＣＨ反復レベルにおけるＰＵＣＣＨ送信の反復数であ
り、ＬPRACH,finalは、ＰＲＡＣＨが成功した（たとえば、ＲＡＲが受信された）反復レ
ベルにおけるＰＲＡＣＨ送信の反復数であり、Ｐ1,PRACHは、初期のＰＲＡＣＨ送信の送
信電力であり、Ｐ2,PRACHは、成功するＰＲＡＣＨ送信の送信電力である。いくつかの実
施形態では、反復送信の各ＰＲＡＣＨ試行において、一定の電力が使用される。その結果
、電力ランプアップは、最後のＰＲＡＣＨ試行と最初のＰＲＡＣＨ試行との間の電力差と
して定義され得る。いくつかの実施形態では、反復送信の各ＰＲＡＣＨ試行において、同
じ試行の反復送信の各々に対して、異なる電力が使用され得る。したがって、電力ランプ
アップは、最終的なＰＲＡＣＨ試行の最後の送信と最初の送信との間の電力差として定義
され得る。代替的に、電力ランプアップは、最終的なＰＲＡＣＨ試行の最後の送信と初期
のＰＲＡＣＨ試行の最初の送信との間の電力差として定義され得る。式１０には示されて
いないが、値ＬPRACH,initialは、初期のＰＲＡＣＨ反復レベルにおけるＰＲＡＣＨ送信
の反復数である。
【００６３】
　[0072]いくつかの実施形態では、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨ反復レベルの一方もしく
は両方、ならびに／またはレベルごとの反復数が、後続の送信間で調整可能である。たと
えば、反復決定モジュール３５０は、送信間でＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ反復
レベルを調整し得る。電力決定モジュール３４０はしたがって、異なる反復レベル（また
はレベルごとの反復数）を補償または調整するように構成され得る。たとえば、電力決定
モジュール３４０は、以下に従ってＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨの電力制御に対
する電力オフセットδを決定し得る。

【数１１】

ここで、ＬIn-useは、現在の反復レベルにおけるＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ送信の反復
数であり、ＬBaseは、基本反復レベルの反復数であり、これは１または反復なしとして定
義され得、αはスケーリング係数（たとえばα＝１）であり、これはシステム内の別のノ
ードから電力決定モジュール３４０へ供給され得るか、または電力決定モジュール３４０
によって決定され得る。
【００６４】
　[0073]電力決定モジュール３４０はまた、ＳＲＳ電力制御のために構成され得る。いく
つかの場合には、ＳＲＳ送信電力は、決定されたＰＵＳＣＨ送信電力に比例し得、いくつ
かの実施形態では、ＳＲＳ送信電力はＰＵＳＣＨ送信電力およびオフセットに基づき得る
。たとえば、ＳＲＳ送信電力は、ネットワークによって指示されたパラメータに基づいた
オフセットおよび／または反復レベルベースの調整値（たとえば、ＰＵＳＣＨ反復レベル
とＳＲＳレベルとの比較）に基づき得る。他の場合には、電力決定モジュール３４０は、
ＳＲＳを送信すべき最大送信値（たとえばＰCMAX_c）を決定するように構成され、言い換
えれば、ＳＲＳは、反復レベルとは無関係に最大電力レベルで送信され得る。
【００６５】
　[0074]図３Ｃは、様々な実施形態によるアップリンク電力制御のために構成された、例
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示的なデバイス３０５－ｂのブロック線図３００－ｂを示している。デバイス３０５－ｂ
は、図３Ａおよび図３Ｂのデバイス３０５の一例であり得、また図１、図２Ａ、および図
２Ｂを参照しながら説明したＵＥ１１５および／またはｅＮＢ１０５の態様の一例であり
得る。デバイス３０５－ｂは、受信機モジュール３１０－ｂ、コントローラモジュール３
２０－ｂ、および／または送信機モジュール３３０－ｂを含み得る。これらのモジュール
の各々は互いに通信し得、またそれらは図３Ａおよび図３Ｂの対応するモジュールの例で
あり得る。デバイス３０５－ｂの様々なモジュールは、本明細書で説明する機能を実施す
るための手段であり得る。加えて、デバイス３０５－ｂの１つまたは複数の態様はプロセ
ッサであり得る。
【００６６】
　[0075]デバイス３０５－ｂは電力決定モジュール３４０－ａを含み得、電力決定モジュ
ール３４０－ａはさらに、オフセット決定モジュール３６０、選択モジュール３７０、お
よび／または送信電力算出モジュール３８０を含み得る。追加または代替として、デバイ
ス３０５－ｂは反復決定モジュール３５０－ａを含み得、反復決定モジュール３５０－ａ
はさらに、しきい値識別モジュール３９０を含み得る。様々なモジュールの各々は互いに
通信し得る。
【００６７】
　[0076]オフセット決定モジュール３６０は、反復レベルに基づいて、要求された電力ラ
ンプアップオフセットまたは電力調整オフセットを決定するように構成され得る。たとえ
ば、オフセット決定モジュール３６０は、式４、式５、式１０、および式１１のうちの１
つまたは複数を用い得る。追加または代替として、オフセット決定モジュール３６０は、
別のシステムノード（たとえば、ｅＮＢ１０５）から（たとえば、受信機モジュール３１
０－ｂを介して）受信された指示に基づいて、要求されたオフセットを決定するように構
成され得る。
【００６８】
　[0077]選択モジュール３７０は、要求された電力ランプアップオフセットと最大電力ラ
ンプアップ値とを含むセットの最小値を選択するように構成され得る。様々な実施形態で
は、選択モジュール３７０は、式２、式３、式７、式８、および式９のうちの１つまたは
複数を用いるように構成される。
【００６９】
　[0078]いくつかの実施形態では、送信電力算出モジュール３８０は、選択された最小値
およびＴＰＣコマンドに基づいてアップリンク電力を算出するように構成される。送信電
力算出モジュール３８０はたとえば、アップリンク電力を決定するために、式１および／
または式６を用い得る。次いで、送信機モジュール３３０－ｂは、ｅＮＢ１０５への算出
されたアップリンク電力に従って、１つまたは複数のチャネル、信号またはメッセージを
（たとえばアップリンク上で）送信し得る。または、送信機モジュール３３０－ｃは、Ｕ
Ｅ１１５へ、算出されたアップリンク電力に関連するパラメータ、設定、およびまたは値
を（たとえば、ダウンリンク上で）送信するように構成され得る。
【００７０】
　[0079]しきい値識別モジュール３９０は、１つまたは複数の反復しきい値を識別するよ
うに構成され得る。しきい値識別モジュール３９０はしたがって、最大送信電力が使用さ
れるべき反復しきい値を識別し得る。たとえば、電力決定モジュール３４０－ａは、反復
レベルがある所定の値よりも大きい（たとえば、レベル４よりも大きい）場合に、送信機
モジュール３３０－ｂにＰCMAX,cにあるチャネルで送信させるように構成され得る。した
がって、しきい値識別モジュール３９０がしきい値レベルを識別したとき、しきい値識別
モジュール３９０は、識別されたしきい値が満たされているかまたは超えられていること
を電力決定モジュール３４０－ａに指示し得、また電力決定モジュール３４０－ａは最大
電力値をアップリンク送信に適用し得る。様々な実施形態では、反復しきい値は、ＰＵＳ
ＣＨ反復しきい値、ＰＵＣＣＨ反復しきい値、またはＳＲＳ反復しきい値のうちの１つま
たは複数を含む。また最大電力値は、ＰＵＳＣＨ最大電力値、ＰＵＣＣＨ最大電力値、ま
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たはＳＲＳ最大電力値のうちの１つまたは複数に影響を与え得るか、またはそれらを含み
得る。
【００７１】
　[0080]デバイス３０５のコンポーネントは、ハードウェア中で適用可能な機能の一部ま
たは全部を実施するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）を用いて、個別にまたは集合的に、実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数
の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施され得
る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他
のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用さ
れ得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセ
ッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００７２】
　[0081]次に図４を参照すると、図４は、様々な実施形態によるアップリンク電力制御の
ために構成された、例示的なＵＥ１１５－ｃのブロック線図４００を示している。ＵＥ１
１５－ｃは、ＭＴＣデバイスであること、および／または、パーソナルコンピュータ（た
とえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレットコンピュー
タなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、スマートフォン、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）
、インターネットアプライアンス、ゲームコンソール、電子リーダーなどのような、様々
な構成のいずれかを有することがあり得る。ＵＥ１１５－ｃは、モバイル動作を可能にす
るために、小型バッテリーなどの内部電源（図示せず）を有し得る。いくつかの実施形態
では、ＵＥ１１５－ｃは、図１、図２Ａ、および図２ＢのＵＥ１１５の一例であり得る。
【００７３】
　[0082]ＵＥ１１５－ｃは、一般に、通信を送信するためのコンポーネントと通信を受信
するためのコンポーネントとを含む、双方向の音声およびデータ通信のためのコンポーネ
ントを含み得る。ＵＥ１１５－ｃは、（たとえば、１つまたは複数のバス４９０を介して
）直接または間接的に互いに通信し得る、アンテナ４０５と、トランシーバモジュール４
１０と、プロセッサモジュール４７０と、メモリ４８０（ソフトウェア（ＳＷ）４８５を
含む）とを含み得る。トランシーバモジュール４１０は、上で説明したように、１つまた
は複数のネットワークと、アンテナ４０５および／または１つもしくは複数の有線リンク
もしくはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信するように構成され得る。たとえば、
トランシーバモジュール４１０は、図１、図２Ａ、および／または図２ＢのｅＮＢ１０５
と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール４１０は、パケットを
変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ４０５に与え、アンテナ４０５から
受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｃは単
一のアンテナ４０５を含み得るが、ＵＥ１１５－ｃは、複数のワイヤレス送信を同時に送
信および／または受信することが可能な複数のアンテナ４０５を有し得る。トランシーバ
モジュール４１０は、複数のコンポーネントキャリアを介して複数のｅＮＢ１０５と同時
に通信することが可能であり得る。
【００７４】
　[0083]メモリ４８０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）とを含み得る。メモリ４８０は、実行されるとプロセッサモジュール４７０に本明細
書で説明する様々な機能（たとえば、呼処理、データベース管理、ハンドオーバ遅延のキ
ャプチャなど）を実施させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コン
ピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード４８５を記憶し得る。代替的に、
ソフトウェア／ファームウェアコード４８５は、プロセッサモジュール４７０によって直
接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると）コンピ
ュータに本明細書で説明する機能を実行させるように構成され得る。
【００７５】
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　[0084]プロセッサモジュール４７０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たと
えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）などを含み得る。ＵＥ１１５－ｃは、マイクロフォンを介してオーディオを受信
し、そのオーディオを、受信されたオーディオを表す（たとえば、長さ２０ｍｓ、長さ３
０ｍｓなどの）パケットに変換し、そのオーディオパケットを送受信機モジュール４１０
に与え、ユーザが話しているかどうかの指示を与えるように構成された、音声エンコーダ
（図示されず）を含み得る。
【００７６】
　[0085]図４のアーキテクチャによれば、ＵＥ１１５－ｃはさらに、電力決定モジュール
３４０－ｂおよび／または反復決定モジュール３５０－ｂを含み得、それらは、図３Ｂお
よび図３Ｃの電力決定モジュール３４０および反復決定モジュール３５０と実質的に同じ
であり得る。いくつかの場合には、電力決定モジュール３４０－ｂは、図３Ｃのモジュー
ル３６０、３７０、および３８０の機能を実施するように構成され、反復決定モジュール
３５０－ｂは、図３Ｃのモジュール３９０の機能を実施するように構成される。例として
、電力決定モジュール３４０－ｂおよび／または反復決定モジュール３５０－ｂは、バス
４９０を介してＵＥ１１５－ｃの他のコンポーネントのいくつかまたはすべてと通信して
いるＵＥ１１５－ｃのコンポーネントであり得る。代替的に、これらのモジュールの機能
は、送受信機モジュール４１０のコンポーネントとして、コンピュータプログラム製品と
して、および／またはプロセッサモジュール４７０の１つもしくは複数のコントローラ要
素として実装され得る。
【００７７】
　[0086]次に、図５は、様々な実施形態によるアップリンク電力制御のために構成された
、例示的なワイヤレス通信システム５００のブロック線図を示している。このシステム５
００は、図１に示されたワイヤレス通信システム１００の態様の一例であり得る。ワイヤ
レス通信システム５００は、ワイヤレス通信リンク１２５を介したＵＥ１１５との通信の
ために構成されたｅＮＢ１０５－ｃを含む。ｅＮＢ１０５－ｃは、他の基地局（図示せず
）から通信リンク１２５を受信することが可能であり得る。ｅＮＢ１０５－ｃは、たとえ
ば、図１、図２Ａ、および図２Ｂに示されているようなｅＮＢ１０５であり得る。
【００７８】
　[0087]いくつかの場合には、ｅＮＢ１０５－ｃは、１つまたは複数の有線バックホール
リンクを有し得る。ｅＮＢ１０５－ｃは、たとえば、コアネットワーク１３０－ａへの有
線バックホールリンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有するマクロｅＮＢ１
０５であり得る。ｅＮＢ１０５－ｃはまた、基地局間の通信リンク（たとえば、Ｘ２イン
ターフェースなど）を介して、基地局１０５－ｍおよび基地局１０５－ｎなどの他の基地
局１０５と通信し得る。基地局１０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を
使用して、ＵＥ１１５と通信し得る。場合によっては、ｅＮＢ１０５－ｃは、基地局通信
モジュール５１５を利用して、１０５－ｍおよび／または１０５－ｎなどの他の基地局と
通信し得る。いくつかの実施形態では、基地局通信モジュール５１５は、基地局１０５の
いくつかの間の通信を行うために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術
内でＸ２インターフェースを提供し得る。いくつか実施形態では、ｅＮＢ１０５－ｃは、
コアネットワーク１３０－ａを通じて他の基地局と通信し得る。いくつかの場合には、ｅ
ＮＢ１０５－ｃは、ネットワーク通信モジュール５６５を通じてコアネットワーク１３０
－ａと通信し得る。
【００７９】
　[0088]ｅＮＢ１０５－ｃのためのコンポーネントは、図１、図２Ａ、および図２Ｂのｅ
ＮＢ１０５、ならびに／またはデバイス３０５および図３Ａ、図３Ｂ、および図３Ｃのも
のに関して上記で説明した態様を実装するように構成され得、簡潔のためにここでは繰り
返されないこともある。たとえば、ｅＮＢ１０５－ｃは、１つまたは複数の反復レベルに
完全にまたは部分的に基づいてアップリンク電力を決定するように構成され得る。いくつ
かの実施形態では、ｅＮＢ１０５－ｃは、電力ランプアップオフセットをＵＥ１１５に指
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示するように構成される。
【００８０】
　[0089]基地局１０５－ｃは、アンテナ５４５と、トランシーバモジュール５５０と、プ
ロセッサモジュール５６０と、メモリ５７０（ソフトウェア（ＳＷ）５７５を含む）とを
含み得、その各々は、（たとえば、バスシステム５８０を介して）互いに直接または間接
的に通信していてもよい。トランシーバモジュール５５０は、アンテナ５４５を介して、
ＭＴＣデバイスであり得るＵＥ１１５と双方向に通信するように構成され得る。トランシ
ーバモジュール５５０（および／またはｅＮＢ１０５－ｃの他のコンポーネント）はまた
、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）と、アンテナ５４５を介して双方向に通信す
るように構成され得る。トランシーバモジュール５５０は、パケットを変調し、変調され
たパケットを送信のためにアンテナ５４５に与え、アンテナ５４５から受信されたパケッ
トを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｃは、各々が１つまた
は複数の関連するアンテナ５４５をもつ複数のトランシーバモジュール５５０を含み得る
。
【００８１】
　[0090]メモリ５７０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）とを含み得る。メモリ５７０はまた、実行されるとプロセッサモジュール５６０に本
明細書で説明される様々な機能（たとえば、電力決定、呼処理、データベース管理、メッ
セージルーティングなど）を実施させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ
可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード５７５を記憶し得る。代替的に、ソフト
ウェア５７５は、プロセッサモジュール５６０によって直接的に実行可能でないことがあ
るが、たとえば、コンパイルされ実行されると、コンピュータに本明細書で説明する機能
を実施させるように構成され得る。
【００８２】
　[0091]プロセッサモジュール５６０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たと
えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）などを含み得る。プロセッサモジュール５６０は、たとえばエンコーダ、キュー
処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）などのような、様々な専用プロセッサを含み得る。
【００８３】
　[0092]図５のアーキテクチャによれば、ｅＮＢ１０５－ｃは通信管理モジュール５４０
をさらに含み得る。通信管理モジュール５４０は、他の基地局１０５との通信を管理し得
る。通信管理モジュールは、他の基地局１０５と協力して、ＵＥ１１５との通信を制御す
るためのコントローラおよび／またはスケジューラを含み得る。たとえば、通信管理モジ
ュール５４０は、ＵＥ１１５への送信のためのスケジューリング、ならびに／あるいは、
ビームフォーミングおよび／またはジョイント送信など、様々な干渉緩和技法を実施し得
る。
【００８４】
　[0093]追加または代替として、ｅＮＢ１０５－ｃは、図３Ｂおよび図３Ｃのモジュール
３４０と実質的に同じに構成され得る電力決定モジュール３４０－ｃを含み得る。いくつ
かの場合には、電力決定モジュール３４０－ｃは、図３Ｃのモジュール３６０、３７０、
および／または３８０の機能を実施するように構成される。いくつかの実施形態では、電
力決定モジュール３４０－ｃは、バス５８０を介してｅＮＢ１０５－ｃの他のコンポーネ
ントの一部または全部と通信しているｅＮＢ１０５－ｃのコンポーネントである。代替的
に、電力決定モジュール３４０－ｃの機能は、トランシーバモジュール５５０のコンポー
ネントとして、コンピュータプログラム製品として、プロセッサモジュール５６０の１つ
または複数のコントローラ要素として、および／または通信管理モジュール５４０の要素
として実装され得る。
【００８５】
　[0094]図６では、本開示の様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法
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６００のフローチャートが示されている。方法６００は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、および
／または図４のＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によって実装され得る。
【００８６】
　[0095]ブロック６０５において、方法６００は、第１のチャネル反復レベルに少なくと
も部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決定することを含み得る。ブロック６０５
の動作は、様々な実施形態において、図３Ａ、図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃのコント
ローラモジュール３２０、ならびに／または図３Ｂ、図３Ｃ、および／もしくは図４の電
力決定モジュール３４０によって実施される。第１のチャネル反復レベルは、ＰＲＡＣＨ
反復レベル（初期のＰＲＡＣＨ反復レベルおよび成功するＰＲＡＣＨ反復レベルを含む）
、ＰＵＳＣＨ反復レベル、ＰＵＣＣＨ反復レベル、またはＳＲＳ反復レベルであり得る。
アップリンク電力は、ＰＵＳＣＨ電力、ＰＵＣＣＨ電力、またはＳＲＳ電力であり得る。
いくつかの例では、第１のチャネル反復レベルは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ）反復レベル、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）反復レベル、または
サウンディング基準信号（ＳＲＳ）反復レベルのうちの少なくとも１つを含み得、初期の
アップリンク電力は、ＰＵＳＣＨ電力、ＰＵＣＣＨ電力、またはＳＲＳ電力のうちの少な
くとも１つを含み得る。
【００８７】
　[0096]ブロック６１０において、方法６００は、初期のアップリンク電力に従って第１
のアップリンクチャネルを送信することを含み得る。ブロック６１０の動作は、図３Ａ、
図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃの送信機モジュール３３０、ならびに／または図４の送
信機モジュール４１０およびアンテナ４０５によって実施される。アップリンクチャネル
は、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、および／またはＳＲＳを含み得る。
【００８８】
　[0097]図７は、様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法７００のフ
ローチャートである。方法７００は、方法６００の一例であり得、また図１、図２Ａ、図
２Ｂ、および／または図４のＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によって実装され得る。
【００８９】
　[0098]ブロック７０５において、方法７００は、第１のチャネル反復レベルに少なくと
も部分的に基づいて、要求された電力ランプアップオフセットを決定することを含み得る
。ブロック７０５の動作は、図３Ｂ、図３Ｃ、図４、および／もしくは図５の電力決定モ
ジュール３４０、ならびに／または、図３Ｃのオフセット決定モジュール３６０によって
実施され得る。要求された電力ランプアップオフセットはしたがって、ＵＥ、たとえば、
競合ベースのＰＲＡＣＨプロシージャにおけるＵＥによって決定され得る。いくつかの実
施形態では、要求された電力ランプアップオフセットを決定することは、ｅＮＢ１０５ま
たはその他のシステムノードなどのノードから指示を受信することを含む。そのような場
合、指示を受信するＵＥは、非競合ベースのＰＲＡＣＨプロシージャにあり得る。
【００９０】
　[0099]ブロック７１０において、方法７００は、第１のチャネル反復レベルに少なくと
も部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決定することを含み得る。ブロック７１０
の動作は、様々な実施形態において、図３Ａ、図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃのコント
ローラモジュール３２０、ならびに／または図３Ｂ、図３Ｃ、および／もしくは図４の電
力決定モジュール３４０によって実施される。いくつかの例では、第１のチャネル反復レ
ベルは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）反復レベル、物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）反復レベル、またはサウンディング基準信号（ＳＲＳ）反復レ
ベルのうちの少なくとも１つを含み得、初期のアップリンク電力は、ＰＵＳＣＨ電力、Ｐ
ＵＣＣＨ電力、またはＳＲＳ電力のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００９１】
　[0100]ブロック７１５において、方法７００は、初期のアップリンク電力に従って第１
のアップリンクチャネルを送信することを含み得る。ブロック７１５の動作は、様図３Ａ
、図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃの送信機モジュール３３０、ならびに／または図４の
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送信機モジュール４１０およびアンテナ４０５によって実施される。
【００９２】
　[0101]図８は、様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法８００のフ
ローチャートである。方法８００は、方法６００および／または方法７００の一例であり
得、また図１、図２Ａ、図２Ｂ、および／または図４のＵＥ１１５のうちの１つまたは複
数によって実装され得る。
【００９３】
　[0102]ブロック８０５において、方法８００は、第１のチャネル反復レベルに少なくと
も部分的に基づいて、要求された電力ランプアップオフセットを決定することを含み得る
。ブロック８０５の動作は、図３Ｂ、図３Ｃ、図４、および／もしくは図５の電力決定モ
ジュール３４０、ならびに／または、図３Ｃのオフセット決定モジュール３６０によって
実施され得る。
【００９４】
　[0103]ブロック８１０において、方法８００は、要求された電力ランプアップと最大電
力ランプアップ値とを備えるセットの最小値を選択することを伴い得る。ブロック８１０
の動作は、いくつかの実施形態では、図３Ｂ、図３Ｃ、図４、および／もしくは図５の電
力決定モジュール３４０、ならびに／または、図３Ｃの選択モジュール３７０によって実
施され得る。
【００９５】
　[0104]ブロック８１５において、方法８００は、選択された最小値およびＴＰＣコマン
ドに基づいて、アップリンク電力を算出することを含み得る。様々な実施形では、ブロッ
ク８１５の動作は、図３Ｂ、図３Ｃ、図４、および／もしくは図５の電力決定モジュール
３４０、ならびに／または、図３Ｃの送信電力算出モジュール３８０によって実施される
。
【００９６】
　[0105]ブロック８２０において、方法８００は、第１のチャネル反復レベルに少なくと
も部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決定することを含み得る。ブロック８２０
の動作は、様々な実施形態において、図３Ａ、図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃのコント
ローラモジュール３２０、ならびに／または図３Ｂ、図３Ｃ、および／もしくは図４の電
力決定モジュール３４０によって実施される。
【００９７】
　[0106]ブロック８２５において、方法８００は、初期のアップリンク電力に従って第１
のアップリンクチャネルを送信することを含み得る。ブロック８２５の動作は、図３Ａ、
図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃの送信機モジュール３３０、ならびに／または図４の送
信機モジュール４１０およびアンテナ４０５によって実施される。
【００９８】
　[0107]次に、図９は、様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法９０
０のフローチャートである。方法９００は、方法６００、方法７００、および／または方
法８００の一例であり得、また図１、図２Ａ、図２Ｂ、および／または図４のＵＥ１１５
のうちの１つまたは複数によって実装され得る。
【００９９】
　[0108]ブロック９０５において、方法９００は、第１のチャネル反復レベルに少なくと
も部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決定することを含み得る。ブロック９０５
の動作は、様々な実施形態において、図３Ａ、図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃのコント
ローラモジュール３２０、ならびに／または図３Ｂ、図３Ｃ、および／もしくは図４の電
力決定モジュール３４０によって実施される。いくつかの例では、第１のチャネル反復レ
ベルは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）反復レベル、物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）反復レベル、またはサウンディング基準信号（ＳＲＳ）反復レ
ベルのうちの少なくとも１つを含み得、初期のアップリンク電力は、ＰＵＳＣＨ電力、Ｐ
ＵＣＣＨ電力、またはＳＲＳ電力のうちの少なくとも１つを含み得る。
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【０１００】
　[0109]ブロック９１０において、方法９００は、初期のアップリンク電力に従って第１
のアップリンクチャネルを送信することを含み得る。いくつかの例では、第１のアップリ
ンクチャネルは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）を含み得る。ブロック９
１０の動作は、様々な実施形態において、図３Ａ、図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃの送
信機モジュール３３０、ならびに／または図４の送信機モジュール４１０およびアンテナ
４０５によって実施される。
【０１０１】
　[0110]ブロック９１５において、方法９００は、第２のチャネル反復レベルに少なくと
も部分的に基づいて後続のアップリンク電力を決定することを含み得る。いくつかの例で
は、後続のアップリンク電力は、第１のチャネル反復レベルにさらに基づいて決定され得
る。ブロック９１５の動作は、様々な実施形態において、図３Ａ、図３Ｂ、および／もし
くは図３Ｃのコントローラモジュール３２０、ならびに／または図３Ｂ、図３Ｃ、および
／もしくは図４の電力決定モジュール３４０によって実施される。
【０１０２】
　[0111]ブロック９２０において、方法９００は、後続のアップリンク電力に従って第２
のアップリンクチャネルを送信することを含み得る。ブロック９２０の動作は、図３Ａ、
図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃの送信機モジュール３３０、ならびに／または図４の送
信機モジュール４１０およびアンテナ４０５によって実施される。いくつかの例では、第
２のアップリンクチャネルは、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、またはＳＲＳチャネルのうちの
少なくとも１つを含み得る。
【０１０３】
　[0112]図１０は、本開示の様々な実施形態による、アップリンク電力制御のための方法
１０００のフローチャートである。方法１０００は、方法６００、方法７００、方法８０
０、および／または方法９００の一例であり得、また図１、図２Ａ、図２Ｂ、および／ま
たは図４のＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によって実装され得る。
【０１０４】
　[0113]ブロック１００５において、方法１０００は、第１のチャネル反復レベルに少な
くとも部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決定することを含み得る。ブロック１
００５の動作は、様々な実施形態において、図３Ａ、図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃの
コントローラモジュール３２０、ならびに／または図３Ｂ、図３Ｃ、および／もしくは図
４の電力決定モジュール３４０によって実施される。
【０１０５】
　[0114]ブロック１０１０において、方法１０００は、初期のアップリンク電力に従って
第１のアップリンクチャネルを送信することを含み得る。ブロック１０１０の動作は、図
３Ａ、図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃの送信機モジュール３３０、ならびに／または図
４の送信機モジュール４１０およびアンテナ４０５によって実施される。
【０１０６】
　[0115]ブロック１０１５において、方法１０００は、１つまたは複数の反復しきい値を
識別することを伴い得る。ブロック１０１５の動作は、図３Ａ、図３Ｂ、および／もしく
は図３Ｃのコントローラモジュール３２０、図３Ｂ、図３Ｃ、および／もしくは図４の反
復モジュール３５０、ならびに／またはしきい値識別モジュール３９０によって実施され
得る。反復しきい値は、ＰＵＳＣＨ反復しきい値、ＰＵＣＣＨ反復しきい値、またはＳＲ
Ｓ反復しきい値のうちの１つまたは複数であり得る。
【０１０７】
　[0116]ブロック１０２０において、方法１０００は、第１のチャネル反復レベルが１つ
または複数の反復しきい値のうちの１つを超えたときに最大電力値を適用することを含み
得る。ブロック１０２０の動作は、図３Ａ、図３Ｂ、および／もしくは図３Ｃのコントロ
ーラモジュール３２０、ならびに／または図３Ｂ、図３Ｃ、および／もしくは図４の電力
決定モジュール３４０によって実施され得る。様々な実施形態では、最大電力値は、ＰＵ
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ＳＣＨ最大電力値、ＰＵＣＣＨ最大電力値、またはＳＲＳ最大電力値のうちの少なくとも
１つを含む。
【０１０８】
　[0117]方法６００、７００、８００、９００および１０００が、本明細書で説明するツ
ールおよび技法の例示的な実装形態であることを当業者は認識されよう。方法は、より多
いまたはより少ないステップで実施されてよく、ステップは、指示された以外の順序で実
施されてよい。
【０１０９】
　[0118]添付の図面に関して上記に記載された発明を実施するための形態は、例示的な実
施形態について説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみ
を表すものではない。発明を実施するための形態は、説明された技法の理解を与えるため
に、具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施さ
れ得る。いくつかの事例では、説明した実施形態の概念を不明瞭にすることを回避するた
めに、よく知られている構造およびデバイスがブロック線図の形式で示されている。
【０１１０】
　[0119]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界もしくは磁性粒子、
光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１１１】
　[0120]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル
論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェアコンポーネント
、または本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せに
よって実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代
替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ
、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、た
とえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコア
と連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成と
しても実装され得る。
【０１１２】
　[0121]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して上に１つまたは複数の命令もしくはコ
ードとして送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の範囲
および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上で説明された機能は、プ
ロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、配線、またはこれらのうちのいずれかの組合
せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた
、機能の一部が異なる物理的位置において実装されるように分散されることを含めて、様
々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用され
るとき、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使用される「または」は、
たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣ
またはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味
するような選言的列挙を示す。
【０１１３】
　[0122]コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある位置から別の位置への
コンピュータプログラムの転送を促進する任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶
媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の入手可能な媒体で
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あり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージまたは他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望の
プログラムコード手段を搬送または格納するために使用され得、汎用もしくは専用コンピ
ュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体を
備え得る。また、任意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフ
トウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（
ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウ
ェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光
ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波など
のワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）
およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（
登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）
、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディス
ク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（di
sc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体
の範囲内に含まれる。
【０１１４】
　[0123]本開示の前の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本明細書で定
義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用
され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例または一
事例を示すものであり、言及された例についての選好を暗示せず、または要求しない。し
たがって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべきでなく、本明
細書で開示される原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきである
。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイスのための電力制御の方法であって
、
　第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決
定することと、
　前記初期のアップリンク電力に従って第１のアップリンクチャネルを送信することと
を備える方法。
　　［Ｃ２］
　前記第１のチャネル反復レベルに基づいて、要求された電力ランプアップオフセットを
決定することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記要求された電力ランプアップオフセットと最大電力ランプアップ値とを備えるセッ
トの最小値を選択することをさらに備えるＣ２に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記初期のアップリンク電力を決定することは、前記選択された最小値および送信電力
制御（ＴＰＣ）コマンドに基づいて、前記初期のアップリンク電力を算出することをさら
に備える、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記要求された電力ランプアップオフセットは、競合ベースの物理ランダムアクセスチ
ャネル（ＰＲＡＣＨ）プロシージャにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって決定される、Ｃ
２に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記要求された電力ランプアップオフセットを決定することは、ノードから指示を受信
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することを備える、Ｃ２に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記指示は、非競合ベースの物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）プロシージ
ャにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって受信される、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記第１のチャネル反復レベルは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）反復
レベルを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記ＰＲＡＣＨ反復レベルは、初期のＰＲＡＣＨ反復レベルまたは成功するＰＲＡＣＨ
反復レベルの少なくとも一方を備える、Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記第１のチャネル反復レベルは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）反復
レベル、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）反復レベル、またはサウンディン
グ基準信号（ＳＲＳ）反復レベルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記初期のアップリンク電力は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）電力、
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）電力、またはサウンディング基準信号（Ｓ
ＲＳ）電力のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　第２のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて後続のアップリンク電力を決
定することと、
　前記後続のアップリンク電力に従って第２のアップリンクチャネルを送信することと
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記第１のアップリンクチャネルは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）を
備え、前記第２のアップリンクチャネルは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ
）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、またはサウンディング基準信号（Ｓ
ＲＳ）チャネルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記後続のアップリンク電力は、前記第１のチャネル反復レベルにさらに基づいて決定
される、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　１つまたは複数の反復しきい値を識別することと、
　前記第１のチャネル反復レベルが前記１つまたは複数の反復しきい値のうちの１つを超
えたときに最大電力値を適用することと
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記１つまたは複数の反復しきい値は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
反復しきい値、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）反復しきい値、またはサウ
ンディング基準信号（ＳＲＳ）反復しきい値のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１５に
記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記最大電力値は、ＰＵＳＣＨ最大電力値、ＰＵＣＣＨ最大電力値、またはＳＲＳ最大
電力値のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイスの電力制御のための装置であって
、
　第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて初期のアップリンク電力を決
定するための手段と、
　前記初期のアップリンク電力に従って第１のアップリンクチャネルを送信するための手



(29) JP 6203966 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

段と
を備える装置。
　　［Ｃ１９］
　前記第１のチャネル反復レベルに基づいて、要求された電力ランプアップオフセットを
決定するための手段をさらに備えるＣ１８に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記要求された電力ランプアップオフセットと最大電力ランプアップ値とを備えるセッ
トの最小値を選択するための手段をさらに備えるＣ１９に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記選択された最小値および送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドに基づいて、前記初期の
アップリンク電力を算出するための手段をさらに備えるＣ２０に記載の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記要求された電力ランプアップオフセットを決定するための手段は、競合ベースの物
理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）プロシージャにおいて、ユーザ機器（ＵＥ）
の態様である、Ｃ１９に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　第２のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて、後続のアップリンク電力を
決定するための手段と、
　前記後続のアップリンク電力に従って第２のアップリンクチャネルを送信するための手
段と
をさらに備えるＣ１８に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　１つまたは複数の反復しきい値を識別するための手段と、
　前記第１のチャネル反復レベルが前記１つまたは複数の反復しきい値のうちの１つを超
えたときに最大電力値を適用するための手段と
をさらに備えるＣ１８に記載の装置。
　　［Ｃ２５］
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイスの電力制御のための装置であって
、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令は、
　第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて、初期のアップリンク電力を
決定し、
　前記初期のアップリンク電力に従って第１のアップリンクチャネルを送信する
ように、前記プロセッサによって実行可能である、装置。
　　［Ｃ２６］
　前記命令は、前記第１のチャネル反復レベルに基づいて、要求された電力ランプアップ
オフセットを決定するように、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２５に記載の
装置。
　　［Ｃ２７］
　前記命令は、前記要求された電力ランプアップオフセットと最大電力ランプアップ値と
を備えるセットの最小値を選択するように、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ
２６に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記命令は、前記選択された最小値および送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドに基づいて
、前記初期のアップリンク電力を算出するように、前記プロセッサによって実行可能であ
る、Ｃ２７に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
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　前記プロセッサは、競合ベースの物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）プロシ
ージャにおいてユーザ機器（ＵＥ）の態様である、Ｃ２６に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイスの電力制御のための非一時的コン
ピュータ可読媒体であって、
　前記コンピュータ可読媒体は、命令を記憶し、
　前記命令は、
　第１のチャネル反復レベルに少なくとも部分的に基づいて、初期のアップリンク電力を
決定し、
　前記初期のアップリンク電力に従って第１のアップリンクチャネルを送信する
ように、プロセッサによって実行可能である、非一時的コンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３Ａ】

【図３Ｂ】 【図３Ｃ】
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【図６】 【図７】
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